
 

 

 

 会派視察（令和元年 7 月 17 日～19 日）東北 3 県を訪問しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨明けが遅かった今夏は、日照不足で稲や野菜の生育の遅れが心配さ

れましたが、その後は連日の猛暑。急激な気候の変化に身体を合わせるの

が大変なこの頃ですが、お変わりなくお過ごしでしょうか。今回は、議会

閉会中の 7 月に 2 度行った視察の報告や気付きなどを中心にお届けしま

す。どうぞよろしくお願い致します。 

 

「安曇野、よいまちつくろう」 

安曇野の課題を深掘りし、発信します。今回は最近の活動から。 

 

子育て支援拠点施設の設置 … 市議会の３つの常任委員会は「市

の人口減少対策」に関し、行政への提案を目指し、福祉教育委員会で

も、主に 0～2 歳児のお子さんとその家族が気軽に過ごせる常設の子

育て支援センターやひろばの設置を調査中です。7 月には山口市の地

域子育て支援拠点を行政視察しました。山口市では保育園併設のセ

ンターや地域のひろばなど、27 の地域子育て支援拠点施設があり、

NPO とも連携して、子どもとその家族だけでなく、地域の方も気楽に

立ち寄ってお茶を飲んだり子どもの相手をしたり、と誰もがほっとできる場所でした。「子どもは

地域の宝」。安曇野市でも子育てを皆が温かく見守れる場ができればと思います。 

 

ヘルプマーク普及の取り組み … 内部障がいや難病の方など、外見

からは分からなくても援助や配慮を必要としている方がいます。それ

を知らせるのが「ヘルプマーク」。安曇野市では積極的に普及に取り組

んでおり、配布数は県内全市町村の 10 分の 1 以上。周知が課題で、公

共交通機関や公共施設、花フェスタ会場等へのポスターの掲示を提案

させていただきました。ヘルプマークとともに周りの方への思いやり

や温かな気持ちが安曇野市内にたくさん広がりますように願います。 

 

男女共同参画の推進に関して … 市の男女共同参画フォーラムにパネリストとして参加させて

頂きました。4 月の統一や地方選挙や 7 月の参議院選挙では、女性議員の割合も増えていますが、

いま一層、若手や女性などの政治参画が促されるように、微力ながら取り組んでまいります。 

・青森県弘前市 ⇒ 「市民参加型まちづくり１％システム」の取組み 

☞ 個人市民税の１％（約 6,000 万円）を財源に、市民によるまちづくり・地域づくり活動を支援する補

助金制度。学識経験者、有識者、公募市民等で構成される審査委員会が公開で審査し、採用事

業（補助対象経費の 90％以内上限 50 万円）を決定します。年間 60 件程で、町会防災活動、弘前

リレーマラソン、健康増進活動、りんご農園にふくろうの棲める環境づくり、フランス風マルシェの開催、

弘前ジャズストリート等、多岐にわたる事業が採用されるそうです。市内の大学生も審査会委員や事業

に参画する等、若い世代も活躍の場を得ているようです。 

 

・秋田県秋田市 ⇒ 「エイジフレンドリーシティあきた」の取組み 

☞ 世界保健機関（WHO）が提唱したエイジフレンドリーシティ（高齢者にやさしい都市）実現に向け、イ

ンフラ整備、高齢者の社会参加、世代間交流の場づくり等、庁内連携し,産学官民協働による新しい

仕組み作りを進めています。理念に賛同する民間事業者の登録制度があり、健康教室や終活セミナ

ー、高齢者の積極的な雇用等、多くの民間事業者が市の取組みに参画しているのが印象的でした。 

 

・岩手県盛岡市⇒「公共施設マネジメントの推進」の取組み  

☞ 財政部に専門組織「資産管理活用事務局」を設置し、大学との連携、市民合意の手続きを重

視しています。市民フォーラムや、市内 30 地域での意見交換会の実施などで、市民のニーズを徹底

的に把握し、「もりおか PPP プラットフォーム」において財政対策の新たな手法も積極的に取り入れてい

るそうです。「ハードは減らすが、サービス自体は維持すること」を基本に、新しい施設は原則作らず施

設を集約し、一方で新たなニーズに対応するため大規模改修も併用するなど、市民との合意をベース

に、よく練られた計画を着実に丁寧に進めています。 

 

《まとめ》 

3 市は県庁所在地または歴史ある市で、本市と比べるといずれも人口・面積とも約 3 倍の規模

ですが、庁内連携、産学官民連携、グローバルかつ大局的な視点をもって市政運営をしている

など、安曇野市として参考にすべきところは多いと感じました。 

（2019(令和元)年 8月 15 日発行） 

～ 視察報告 ～ 

         

 弘前市民参加型１％システム          盛岡市視察の様子 
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